
余暇ツーリズム学会 2017 年度全国大会プログラム<予定> 2017 年 10 月 28 日（土） 於、東洋大学白山キャンパス  ※敬称略 

会場 8 号館 地下 1 階 8B11 教室  【大会参加費】 

・ 午後は余暇ツーリズム学会自由論題報告のみに

参加する方 

大学院生・学部生： 1,000 円 

会員で大学院生・学部生以外： 3,000 円 

非会員で大学院生・学部生以外： 4,000 円 

・ 午後に余暇ツーリズム学会自由論題報告、日本

国際観光学会研究発表の両方に参加する方 

大学院生・学部生： 2,000 円 

会員で大学院生・学部生以外： 4,000 円 

非会員で大学院生・学部生以外： 5,000 円 

【合同懇親会】 3,000 円 

09:30~10:00 開会挨拶  

10:00~11:00 基調講演1 （日本国際観光学会主催；両学会の参加者が参加可能） 

テーマ： サステナブルツーリズムの実現（仮） 

講演者： ロイ アリエル 

     （グローバル・サステナブル・ツーリズム・カウンシル ゼネラルマネジャー） 

 

 

11:00~11:45 基調講演 2 （余暇ツーリズム学会主催；両学会の参加者が参加可能） 

テーマ： 新潮流と観光産業の未来 

講演者： 篠塚 孝哉 

     （株式会社 Loco Partners 代表取締役社長） 

 

     

11:45~13:00 （休憩）  12:00~12:50 理事会 
 

会場 10 号館 3 階 A302 教室 10 号館 3 階 A303 教室 10 号館 3 階 A305 教室  会場 10 号館 3 階 A304 教室 

 自由論題報告 自由論題報告 自由論題報告   
「もてなしを哲学する」 

（出版企画セッション） 
       

座長 テイラー雅子（大阪学院大学） 目時壮浩（武蔵大学） 才原清一郎（関東学院大学） 
 

座長 
薗田碩哉（法政大学大原社会

問題研究所） 

13:00 

~ 

13:25 

高齢アッパークラスの旅

行・観光における余暇とし

ての位置づけについて 

ゲーミング産業の社会的コ

ストの検討 

日本各地に眠る文化観

光資源の活用に関する

一考察―混血詩人黄瀛

を中心に― 

 13:00 

~ 

14:25 

解題            （5分） 

薗田碩哉（法政大学大原

社会問題研究所） 
 

日本文化の基層にみるも

てなし          （20分） 

辰巳厚子（桜美林大学ほか） 
 

「もてなし」の前近代と近代 

（20 分） 

薗田碩哉（法政大学大原

社会問題研究所） 
 

景観による「もてなし」はい

かにして可能となるか 

（20 分） 

宮田安彦（大妻女子大学） 
 

討論           （25分） 

薗田碩哉（法政大学大原

社会問題研究所） 

宮田安彦（大妻女子大学） 

佐々木茂（東洋大学） 

辰巳厚子（桜美林大学ほか） 

 中溝一仁（立教大学） 佐々木一彰（東洋大学） 鈴木晶（別府大学）  

13:30 

~ 

13:55 

余暇史研究におけるエス

ニシティ・時間・空間の試

論：２０世紀前半のカリフ

ォルニアを例に 

観光産業の発展と共通価

値（CSV）の創造 

コミュニケーション・プログラ

ム開発に向けた観光地の

イメージ分析：塩釜市の

事例 

 

 板津木綿子（東京大学） 山崎茂雄（福井県立大学） 松岡孝介（東北学院大学）  

14:00 
~ 

14:25 

わが国における宿泊産業

論の現状と課題 

宿泊・飲食サービスにおけ

る生産性の問題点 

手荷物預かりサービスの

事業化に向けての諸課

題 

 

 徳江順一郎（東洋大学） 吉岡勉（東洋大学） 宮本博文（中小企業診断士）  
     

座長 椎野睦（産業能率大学） 佐々木一彰（東洋大学） 青淵正幸（立教大学）  

14:30 

~ 

14:55 

視覚障がい者が楽しめる

観光・レジャー施設のバリ

アフリー 

レジャーとしてのファミリーレ

ストランの展開と変容―都

市郊外のファミリーレストラン

の質的調査を事例に― 

実践学習がもたらす大学

生の社会人基礎力の育

成 

 

 小林剛士 

山口有次（桜美林大学） 

山中雅大（地域科学研究会） 秋山和子（日本コンベンション

サービス株式会社） 

関口陽介（日本コンベンション

サービス株式会社） 

 

15:00 

~ 

15:25 

レジャー活動参加率・潜

在需要の日韓比較 

オリンピック大会における選

手団ユニフォーム 

権田保之助「民衆娯楽

の研究」～民衆教育機

関としての民衆娯楽～ 

 

－ － 

 山口有次（桜美林大学） 海老塚修（桜美林大学） 

浦邊由美（全日本空輸） 

坂内夏子（早稲田大学）  

－ － － －  15:30~ 会員総会 （約 45 分） 
 

会場 2 号館 16 階スカイホール 

16:30~18:00 合同懇親会  ※日本国際観光学会と合同 
 

・日本国際観光学会の研究発表については、同学会 website 等にてご確認ください。 


